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環境問題の激化に伴い様々な学問分野での環境研究も飛躍的に進展し、多くの研究蓄積と政策提
言がなされている。本シリーズは，こうした状況を踏まえ、社会科学・人文科学の領域を中心と
して古今東西の約 200 に及ぶ必読文献が網羅され、環境問題について考え学んでいくうえでの知
的遺産の宝庫となっている。

環境問題の深刻化に伴い、西欧型近代化の是非や真の豊かさとは何かが問い直され、従来の開発
形態や発展パターンに代わる新しい理念が模索されるようになった。第 5 巻は、こうした《持続
可能な発展》の概念に関する重要論攷を体系的に精選・抜粋し編集解題を付した。
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http://www.sal.tohoku.ac.jp/soc/cgi-bin/wiki.cgi?page=%C4%B9%C3%AB%C0%EE%B8%F8%B0%EC
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